
簡易型河川監視カメラ（概要）

氾濫の危険性が高く、人家や重要施設のある箇所に「簡易型河川監視カメラ」を設置し、河

川状況を確認することで、従来の水位情報に加え、リアリティーのある洪水状況を画像として

住民と共有し、適切な避難判断を促す。

【 目 的 】

 屋外に容易に設置 （無線式の場合は電源・通信ケーブルの確保不要）

 機能を限定しコストを低減

（ ズームや首振り機能は削除。機器本体価格は、３０万円/台程度 ）

【 特 徴 】

 開発１９チーム（２９者）により機器開発完了。機器特性をとりまとめ公表。

 順次現場へ実装し、HPで公開予定。

【 現状及び今後の予定 】

参加チーム・企業グループ(順不同)： 19企業グループ
①CIM解決研究会、②(株)シーティーエス、③日立国際電気、ｍｔｅｓ Ｎｅｕｒａｌ Ｎｅｔｗｏｒｋｓ、トッパン・フォームズ、④西尾レントオール、⑤(株)

サイバーリンクス、⑥(株)みどり工学研究所、⑦(株)建設技術研究所・(株)エースプロモーション共同提案グループ、⑧パシフィックコンサルタ
ンツ（株）・（株）クレアリンクテクノロジー・（株）アラソフトウエア・（国研）情報通信研究機構、⑨五大開発・情報システム総合研究所合同チー
ム、⑩三菱電機エンジニアリング(株)、⑪(株)イートラスト、⑫OKI、⑬三井共同建設コンサルタント(株)、(株)MI、⑭ＴＯＡ(株)、⑮キクカワタク
ト(株)、(株)クリューシステムズ、⑯坂田電機(株)、⑰日本工営(株)、⑱東芝インフラシステムズ(株)、⑲ソフトバンク(株)、ハイテクインター(株)

、東芝インフラシステムズ(株)

【資料１】


